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源
実
朝
と
の
比
較
を
通
し
て

序宗
尊
親
王
は
、
鎌
倉
幕
府
の
第
六
代
将
軍
で
あ
り
、
歌
人
で
も
あ
っ

た
。
鎌
倉
幕
府
念
願
の
初
め
て
の
皇
族
将
軍
と
し
て
幼
く
し
て
迎
え

ら
れ
る
が
、
健
備
で
し
か
な
か
っ
た
。
一
五
年
間
在
職
す
る
が
、
二

五
歳
の
時
に
謀
反
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
将
軍
を
廃
さ
れ
て
帰
京
し
、

そ
の
後
、
父
法
皇
（
後
嵯
峨
）
の
崩
御
を
機
に
出
家
す
る
。
出
家
の

二
年
後
、
若
く
し
て
没
し
た
。
三
三
歳
で
あ
っ
た
。

彼
は
第
三
代
将
軍
で
あ
っ
た
源
実
朝
が
没
し
て
か
ら
二
三
年
後
に

こ
の
世
に
生
を
亨
け
、
同
じ
土
地
で
同
じ
地
位
に
あ
り
、
同
じ
く
和

歌
を
好
ん
で
詠
み
、
同
じ
く
若
く
し
て
没
す
る
。
そ
の
生
涯
は
実
朝

と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
大
変
興
味
を
引
く
。

ま
た
、
彼
は
鎌
倉
時
代
の
歌
人
と
し
て
も
名
を
残
し
、
家
集
も
四

つ
あ
り
、
三

O
O
O首
あ
ま
り
の
歌
を
後
世
に
伝
え
て
い
る
が
、
実

朝
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
宗
尊
親
王
の
生
涯
と
和
歌
を
見
て
い
き
な

本

回

幸

が
ら
、
源
実
朝
と
の
共
通
点
や
比
較
も
試
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

尚
、
本
稿
記
載
の
年
齢
は
全
て
数
え
年
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お

ノ
＼
。

本
画問
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第
一
章

幼
将
軍

第
一
節

生
い
立
ち

親
王
は
仁
治
三
年
（
一
二
四
一
一
）
一
一
月
二
二
日
京
都
で
後
嵯
峨

天
皇
の
第
一
皇
子
と
し
て
誕
生
し
た
。
母
は
准
三
后
平
棟
子
（
蔵
人

木
工
頭
棟
基
女
）
で
あ
る
。

親
王
は
始
め
、
後
鳥
羽
院
の
寵
愛
が
深
か
っ
た
承
明
門
院
（
源
在

子
）
の
も
と
で
養
わ
れ
た
。
三
歳
の
時
に
親
王
宣
下
が
あ
り
、
宗
尊

の
名
を
賜
っ
た
。
そ
の
後
、
後
高
倉
院
の
皇
女
式
乾
門
院
利
子
の
猶

子
と
な
っ
た
。
門
院
は
、
お
び
た
だ
し
い
荘
園
を
所
有
し
て
お
り
、



自
分
の
死
後
は
親
王
に
全
て
を
譲
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、

親
王
が
も
し
そ
の
ま
ま
都
で
暮
ら
し
て
い
た
な
ら
ば
、
豊
か
で
平
穏

な
生
涯
を
お
く
る
事
が
で
き
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
元
服
し
た
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
の
春
、
親
王
を
征

夷
大
将
軍
に
迎
え
た
い
、
と
の
使
者
が
鎌
倉
か
ら
上
っ
て
き
た
。

皇
族
か
ら
将
軍
を
迎
え
る
事
は
幕
府
の
久
し
い
念
顕
で
あ
っ
た
。

頼
朝
亡
き
後
の
鎌
倉
幕
府
に
と
っ
て
は
、
源
氏
に
代
わ
る
事
の
で
き

る
最
高
の
形
式
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
北
条
政
子
は
、
子
の
無
い
実

朝
の
生
前
か
ら
既
に
そ
の
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
実
朝
夫
人
の
甥
に

あ
た
る
人
物
（
冷
泉
宮
）
が
候
補
に
あ
が
っ
て
い
た
の
だ
が
、
実
朝

の
死
後
、
宮
の
東
下
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
後
鳥
羽
院
に
反
対
さ
れ

て
破
談
に
な
り
、
仕
方
な
く
摂
家
か
ら
、
源
氏
の
血
縁
に
も
あ
た
る

三
寅
（
頼
経
）
を
将
箪
に
迎
え
た
、
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
親
王
の
父
で
あ
る
後
嵯
峨
院
は
、
幕
府
の
強
い
後
押
し
に

よ
っ
て
即
位
し
た
人
で
あ
る
か
ら
、
幕
府
か
ら
の
申
し
出
を
断
る
わ

け
に
は
い
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
第
一
皇
子
と
は
い
え
宗
尊
親
王
の
母
は
木
工
頭
の
女
、
一

〔註
1）

方
皇
后
は
当
時
の
実
力
者
西
国
寺
実
氏
の
女
（
大
宮
院
）
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
皇
后
に
皇
子
が
相
次
い
で
生
ま
れ
た
後
は
宗
尊
に
は
皇

位
継
承
の
望
み
が
無
く
な
り
、
後
嵯
峨
院
は
わ
が
子
の
幸
せ
を
考
え
、

将
軍
と
し
て
鎌
倉
へ
出
す
事
に
決
め
た
事
が
『
増
鏡
』
の
文
阜
付
）
ら

う
か
が
え
る
。

そ
し
て
親
王
は
建
長
四
年
三
月
、
一
一
歳
で
東
下
し
、
四
月
、
鎌

倉
幕
府
第
六
代
将
軍
の
地
位
に
就
く
事
に
な
っ
た
。
「
か
L
る
例
は

い
ま
だ
侍
ら
ぬ
」
（
『
増
鏡
』
）
皇
族
将
軍
の
誕
生
で
あ
る
。

将
軍
と
い
っ
て
も
ま
だ
幼
子
、
幕
府
の
敷
い
た
レ
l
ル
の
上
を
走

る
し
か
な
か
っ
た
。
政
治
の
実
権
は
執
権
北
条
時
頼
た
ち
に
あ
り
、

し
ょ
せ
ん
親
王
は
偲
備
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

実
朝
が
三
代
目
の
将
軍
に
な
っ
た
の
は
建
仁
三
年
こ
二

O
三）、

一
二
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
以
後
、
実
朝
は
実
母
で
あ
る
北
条
政
子
や

祖
父
時
政
・
叔
父
義
時
ら
の
敷
い
た
レ
l
ル
の
上
を
走
る
事
に
な
る
。

彼
も
ま
た
、
健
備
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
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将
軍
に
な
っ
て

八
幡
宮
参
詣
・
的
始
・
蹴
鞠
・
流
鏑
馬
な
ど
の
位
例
の
行
事
の
度

に
定
め
ら
れ
た
役
割
を
演
じ
、
親
王
の
生
活
は
平
穏
に
続
い
て
い
っ

た。
単
調
な
暮
ら
し
の
中
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
に
は
翌
年
の
上

洛
の
事
が
決
定
さ
れ
、
親
王
を
喜
ば
せ
た
が
、
大
暴
風
に
よ
る
諸
国

損
亡
を
理
由
に
上
洛
は
延
期
さ
れ
て
し
ま
う
。

失
望
は
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
実
朝
の
渡
宋
計

画
失
敗
の
話
（
『
吾
妻
鏡
』
）
を
連
想
さ
せ
る
。
建
保
四
年
（
一
二
一

六
）
、
実
朝
二
五
歳
の
頃
の
話
で
あ
る
が
、
鎌
倉
に
下
向
し
、
実
朝

へ
の
拝
謁
を
求
め
た
宋
人
陳
和
卿
か
ら
、
自
分
の
前
世
が
宋
の
医
王



山
の
長
老
で
あ
る
と
聞
い
た
実
朝
は
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
り
、

宋
に
渡
る
計
画
を
立
て
て
巨
船
を
建
造
し
た
が
、
進
水
当
日
に
船
が

動
か
な
か
っ
た
為
、
計
画
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

異
国
人
の
言
葉
を
信
じ
、
自
分
の
地
位
を
も
忘
れ
て
渡
宋
に
夢
馳

せ
た
実
朝
、
本
来
な
ら
京
に
あ
っ
て
皇
族
と
し
て
豊
か
で
平
穏
な
暮

ら
し
を
送
れ
た
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、
将
軍
と
な
っ
て
夢
薄
い
毎
日

を
過
ご
す
中
、
京
に
上
れ
る
機
会
を
失
っ
た
親
王
。
二
人
と
も
将
軍

と
は
い
え
健
備
に
し
か
す
ぎ
な
い
自
分
自
身
の
中
で
、
心
理
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
様
な
中
、
親
王
の
暮
ら
し
に
色
ど
り
が
生
じ
た
の
は
文
応
元

年
（
一
二
六

O
）
三
月
の
こ
と
。
先
に
下
向
し
、
時
頼
の
猶
子
に
な
っ

て
い
た
近
衛
兼
経
の
女
、
宰
子
と
の
結
婚
で
あ
る
。
親
王
は
一
九
歳
、

宰
子
は
二

O
歳
で
あ
っ
た
。
親
王
は
、
妻
を
迎
え
、
今
ま
で
の
失
望

な
ど
を
気
分
一
新
、
新
鮮
な
日
々
に
希
望
を
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

と
も
か
く
も
、
鎌
倉
で
の
年
月
を
重
ね
て
ゆ
く
う
ち
、
親
王
は
次

第
に
自
分
自
身
の
世
界
を
築
き
あ
げ
る
事
に
努
め
だ
す
。
選
ん
だ
の

は
学
問
や
和
歌
で
あ
っ
た
。
実
朝
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
次
の
章

で
は
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
様
を
述

べ
て
み
た
い
。

第
二
章

和
歌
へ
の
傾
倒

第
一
節

和
歌
と
の
出
会
い

さ
て
、
親
王
が
い
つ
か
ら
和
歌
を
詠
ん
で
い
た
の
か
は
資
料
が
無

い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
『
吾
妻
鏡
』
に
お
い
て
、
建
長
五
年

（
一
二
五
三
）
五
月
五
日
の
条
に

今
日
。
於
ニ
御
所
一
有
一
和
歌
因
御
舎
二
不
々
。

と
あ
る
の
が
親
王
の
和
歌
関
係
の
記
事
の
最
初
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

頃
か
ら
和
歌
の
世
界
に
眼
を
向
け
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
二
歳
の

時
で
あ
る
。

建
長
六
年
一
二
月
一
八
日
に
は
河
内
守
源
親
行
を
召
し
て
源
氏
物

語
の
講
義
を
聞
い
て
い
る
（
『
吾
妻
鏡
』
よ
り
。
以
下
の
史
実
も
同

じ
）
。
一
三
歳
で
あ
る
。
一
五
歳
の
康
元
元
年
の
七
月
一
七
日
に
は
、

山
ノ
内
の
時
頼
の
最
明
寺
に
仏
を
拝
礼
に
行
き
、
音
楽
と
和
歌
の
会

を
し
て
そ
の
日
は
逗
留
し
た
。
そ
の
後
文
応
元
年
（
一
二
六

O
）
正

月
に
は
、
御
所
に
昼
番
衆
を
設
置
し
た
。
歌
道
・
蹴
鞠
・
管
弦
・
右

筆
な
ど
一
芸
に
秀
で
た
者
を
、
順
次
祇
候
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。
広

く
学
問
や
遊
芸
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
が
、

親
王
が
特
に
関
心
を
寄
せ
た
の
は
和
歌
で
あ
る
。

『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
実
朝
の
和
歌
関
係
の
記
事
の
初
出
は
、
元

久
二
年
（
一
二

O
五
）
四
月
二
一
日
の
条
で
あ
り
、
実
朝
一
四
歳
の

時
で
あ
る
。
前
述
の
親
王
に
関
す
る
そ
れ
の
初
出
は
一
二
歳
の
噴
で

あ
っ
た
か
ら
、
二
人
と
も
だ
い
た
い
同
じ
位
の
年
頃
に
和
歌
を
詠
み
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始
め
た
と
言
え
な
く
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

作
品
紹
介

そ
れ
で
は
、
次
に
二
人
の
和
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
こ
こ
で

今
か
ら
取
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
集
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て

お
く
事
と
す
る
。

宗
尊
親
王
の
伝
存
す
る
家
集
と
し
て
は
、
年
代
願
に
、
『
現
玉
和

歌
集
』
、
『
柳
葉
和
歌
集
』
、
『
中
書
王
御
詠
』
、
『
竹
風
和
歌
抄
』

が
あ
る
。

ま
た
、
今
日
伝
来
し
て
い
な
い
が
、
親
王
二
一
歳
か
ら
一
六
歳
の

頃
ま
で
の
歌
を
収
め
た
『
初
心
愚
草
』
が
あ
る
。
初
学
期
の
頃
な
の

で
、
初
心
で
あ
り
愚
草
で
あ
る
と
い
う
謙
遜
の
気
持
ち
が
そ
の
書
名

か
ら
う
か
が
え
る
。

『
現
玉
和
歌
集
』
：
：
：
文
永
元
年
ご
二
六
四
）
一
二
月
九
日
、
親

王
の
命
に
よ
り
真
観
が
撰
進
し
た
も
の
。
春
上
下
・
夏
・
秋
上
下
・

冬
・
恋
上
下
・
雑
上
下
の
一

O
巻
、
五

O
入
首
か
ら
成
る
。
但
し
、

一
ニ
七
八
番
の
歌
に
別
人
の
も
の
が
混
入
し
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は

親
王
の
歌
は
五

O
七
首
で
あ
る
。
当
時
、
真
観
は
『
続
古
今
集
』
の

撰
者
の
一
人
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
為
か
、
本
集
所
収
歌
の
う
ち
四
人

首
が
『
続
古
今
集
』
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
続
古
今
集
』
で
親
王

は
、
入
集
歌
数
で
第
一
位
を
占
め
て
い
る
。

『
柳
葉
和
歌
偉
E

i
－
－
－
五
巻
五
冊
か
ら
成
り
、
各
年
に
一
巻
を
宛
て
、

弘
長
元
年
｛
一
二
六
二
か
ら
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
ま
で
の
五

年
間
の
作
、
合
計
八
五
三
首
を
収
載
し
て
い
る
。
し
か
も
、
各
年
約

二
O
Oか
ら
三

O
O首
の
う
ち
、
約
一

O
Oか
ら
ニ

O
O首
を
撰
ん

で
載
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
だ
け
で
込
相
当
活
発
な
創
作

活
動
を
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
ま
た
、
弘
長
元
年
に
は
、
歌
仙
結

番
の
制
（
近
習
の
中
か
ら
和
歌
に
堪
能
な
者
を
え
ら
ぴ
、
順
次
当
番

を
定
め
て
一
日
五
首
の
詠
歌
を
提
出
さ
せ
る
と
い
う
制
度
）
が
設
け

ら
れ
て
い
る
（
『
吾
妻
鏡
』
よ
り
）
。
和
歌
会
を
聞
く
こ
と
に
熱
中

し
、
自
ら
も
多
く
の
作
品
を
詠
じ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

『
柳
葉
和
歌
集
』
は
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
の
撰
と
さ
れ
る
が
、

こ
の
年
は
親
王
が
鎌
倉
を
追
放
さ
れ
る
年
で
あ
る
。
し
か
し
本
集
は
、

【桂
3】

鎌
倉
を
追
放
さ
れ
る
七
月
以
前
の
撰
だ
と
推
測
し
て
お
く
。

『
中
書
王
御
岳
：
：
：
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
の
撰
。
文
永
二
年

（
一
二
六
五
）
春
か
ら
文
永
四
年
秋
頃
ま
で
の
和
歌
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
文
永
三
年
、
鎌
倉
を
追
放
さ
れ
、
帰
帯
す
る
前
後
の
詠
を
含

ん
で
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
所
収
歌
は
三
五
八
首
だ
が
、
元
来
は

三
六

O
首
か
ら
成
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
親
王
は

中
務
卿
（
中
務
省
は
唐
の
中
書
省
に
あ
た
る
）
に
な
っ
た
為
、
中
書

王
と
も
呼
ば
れ
る
。

『
竹
風
和
歌
抄
』
：
：
：
五
巻
。
一

O
二
O
首
収
載
。
文
永
三
年
（
一

二
六
六
）
八
月
か
ら
文
永
九
年
二
二
七
二
）
一
一
月
ま
で
の
詠
で
、

親
王
晩
年
の
家
集
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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そ
の
他

『
東
関
竹
園
三
百
首
』
：
：
：
一
ニ
百
首
和
歌
・
中
務
卿
親
王
三
百
首
・

文
応
三
百
首
・
宗
尊
親
王
三
百
首
な
ど
と
も
い
う
。
宗
尊
親
王
の
定

数
歌
。
文
応
元
年
ご
二
六

O
）一

O
月
以
前
の
成
立
。
一
九
歳
の

詠
で
あ
る
。

『
将
軍
宗
尊
親
王
家
百
五
十
番
歌
合
』
：
：
：
弘
長
元
年
（
一
二
六
二

七
月
七
日
に
宗
尊
親
王
家
で
催
さ
れ
た
歌
合
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
・

恋
各
二
首
一
五

O
番
の
歌
合
で
、
歌
人
は
親
王
を
含
め
て
三

O
人
で

あ
る
。次

に
、
実
朝
の
『
金
塊
和
歌
集
』
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
事
と
す

る。『
金
塊
和
歌
集
』
：
：
：
略
し
て
金
塊
集
と
も
い
う
。
鎌
倉
右
大
臣
家

集
と
も
呼
ば
れ
る
。
一
冊
。
定
家
所
伝
本
は
建
暦
三
年
（
一
二
二
ニ
）

実
朝
二
二
歳
ま
で
の
成
立
と
い
わ
れ
る
。
六
六
三
首
。
貞
享
版
本

（
貞
享
四
年
）
は
以
後
の
作
を
も
含
め
、
七
一
九
首
（
そ
の
う
ち
三

首
は
他
人
の
歌
）
。

尚
、
本
稿
で
次
に
扱
う
作
品
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
七
巻
私

家
集
編

m
・
第
十
巻
定
数
歌
編
H
歌
合
編
H
補
遺
編
（
角
川
書
店
）
、

『
金
塊
和
歌
集
本
文
及
び
総
索
引
』
（
笠
間
書
院
）
に
よ
っ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
調
査
の
対
象
は
前
に
挙
げ
た
各
々
の
作
品
集
と
し
、

そ
れ
以
外
の
勅
撰
集
な
ど
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
は
都
合
上
省
い
た
。

第
三
節

作
品
比
較

さ
て
、
二
人
の
残
し
た
作
品
群
か
ら
何
か
共
通
点
や
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
が
見
つ
か
る
か
ど
う
か
、
ま
ず
集
ご
と
に
歌
の
主
題
を
明
記
さ

れ
て
い
る
と
お
り
に
四
季
、
恋
、
雑
と
に
分
け
て
そ
の
歌
数
を
調
べ

て
み
た
（
表
二
。
そ
の
際
、
『
柳
葉
和
歌
集
』
と
『
竹
風
和
歌
抄
』

の
中
で
分
類
に
迷
う
不
明
な
箇
所
が
あ
っ
た
場
合
、
き
ち
ん
と
部
立

に
分
け
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
各
々
の
季
節
や
恋
の
歌
が
幾
っ
か

固
ま
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
箇
所
に
つ
い
て
は
部
立
別
分
類
と
し
て

扱
い
、
四
季
の
歌
で
も
明
ら
か
に
「
雑
」
の
部
に
入
っ
て
い
る
と
わ

か
る
様
な
も
の
や
、
部
立
の
明
記
が
無
く
、
順
不
同
に
並
ん
で
い
る

四
季
の
歌
に
つ
い
て
は
「
雑
」
の
部
に
入
れ
て
扱
う
事
に
し
た
。
こ

れ
は
、
こ
こ
で
は
和
歌
一
首
一
首
の
検
討
が
目
的
で
は
な
く
、
大
体

の
傾
向
を
把
握
す
る
事
を
目
的
と
す
る
為
の
便
宜
的
な
措
置
で
あ
る

こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

表
一
を
更
に
四
季
と
そ
の
他
に
大
き
く
分
類
し
た
も
の
が
別
表
一

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
わ
か
る
様
に
親
王
と
実
朝
は
そ
れ
ぞ
れ
四
季

を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
、
親
王
の
合
計
と
『
金
棟
集
』
の
そ
れ
の
全
歌

数
に
お
け
る
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。

特
に
夏
と
冬
の
歌
が
少
な
く
、
春
と
秋
の
歌
が
多
い
傾
向
が
両
者

に
み
ら
れ
る
（
表
こ
。
そ
し
て
、
秋
の
歌
が
一
番
多
い
。
秋
と
い

え
ば
、
感
傷
的
に
な
り
や
す
い
季
節
で
あ
る
。
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雑 恋 冬 秋 夏 春 理／／／集
99 89 47 129 48 95 数 現玉
19.5 17.6 9.3 25.4 9.5 18.7 % (507）首中

224 125 81 175 78 170 数 柳葉
26.3 14.7 9.5 20.5 9.1 19.9 % (853) 

149 49 30 50 30 50 数 中書王
41.6 13.7 8.4 14 8.4 14 % （お8)

555 94 68 120 64 119 数 竹風
54.4 9.2 6.7 11.8 6.3 11.7 % (1020) 

30 70 30 70 30 70 数 東竹
10 23.3 10 23.3 10 23.3 % (300) 

／ 2 2 2 2 2 数 150番
20 20 20 20 20 % (10) 

1057 429 258 546 252 506 数 合計
34.7 14.1 8.5 17.9 8.3 16.6 % （却48)

その他 四季 ／／  

1486 1562 数 宗尊計
48.8 51.2 % (3048) 
311 352 数 金塊
46.9 53.1 % (663) 

※
重
出
歌
を
含
め
た
数
値
で
あ
る
。

※
『
金
塊
集
』
で
は
「
賀
」
・
「
旅
」

と
い
う
部
立
も
あ
っ
た
の
で
、

こ
こ
に
示
す
。

別表1

春
一
回
目

夏秋冬賀恋旅雑

38 
5.7 

120 
18.1 

78 
11.8 

18 
2.7 

141 
21.3 

24 
3.6 

128 
19.3 

『
現
玉
和
歌
集
』
に
次
の
様
な
歌
が
あ
る
。

秋
タ
を

さ
び
し
さ
よ
な
が
む
る
空
の
か
は
ら
ず
は
都
も
か
く
や
秋
の
夕
暮

（
秋
歌
上
二

O
O）

和
歌
所
に
て

人
は
こ
で
秋
風
さ
む
き
タ
こ
そ
げ
に
さ
び
し
さ
の
か
ぎ
り
な
り
け

れ
（
秋
歌
下
二
五
四
）

こ
れ
ら
の
歌
か
ら
は
、
文
字
通
り
親
王
の
「
さ
び
し
さ
」
や
、
孤
独

感
が
感
じ
と
れ
る
。
都
か
ら
妻
を
迎
え
て
も
、
親
と
離
れ
、
都
か
ら

遠
く
離
れ
た
東
へ
下
っ
て
来
た
寂
し
さ
は
薄
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た

の
か
。
『
理
玉
和
歌
集
』
は
親
王
が
結
婚
し
て
か
ら
四
年
目
の
冬
に

成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
結
婚
し
て
聞
も
な
い
時
に
詠
ん
だ
秋
の
歌
の
中
に
は

「
き
び
し
さ
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
、
結
婚
の
翌
年
に
あ

た
る
弘
長
元
年
（
一
二
六
二
の
歌
を
収
め
た
『
柳
葉
和
歌
集
』
巻

一
の
秋
の
部
で
調
べ
て
み
る
と
、
一
首
だ
け
あ
っ
た
。

さ
び
し
さ
は
な
が
め
な
れ
ぬ
る
か
げ
と
だ
に
お
も
ひ
な
さ
れ
ぬ
秋
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表1

の
夜
の
月
（
秋
三
二
）

都
へ
の
恋
し
さ
は
、
紛
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
都
か
ら
来
た
妻
を
見
て
ま

す
ま
す
つ
の
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
前
に
上
洛
の
話
が
も
ち
上
が
っ
た
が
、
中
止
に
な
っ
た
事
が
あ
っ

た
（
第
一
章
第
二
節
）
が
、
再
度
上
浩
の
事
が
決
定
さ
れ
た
の
が
弘



長
三
年
ご
ニ
六
三
）
八
月
九
日
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
も
や
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
風
の
為
、
大
き
な
被
害
が
出
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
時
の
歌
に

弘
長
三
年
八
月
の
風
に
よ
り
て
、
御
京
上
と
ど
ま
ら
せ
給
ひ
て

後
、
を
の
こ
ど
も
題
を
さ
ぐ
り
て
歌
よ
み
侍
り
け
る
次
に
、
浦
舟
と

い
ふ
事
を

今
ぞ
し
る
浦
こ
ぐ
船
の
道
な
ら
ぬ
旅
さ
へ
風
の
心
な
り
と
は

（
現
玉
四
三
回
）

御
京
上
に
と
ど
ま
ら
せ
お
は
し
ま
し
て
の
こ
ろ
、
よ
ま
せ
た
ま

ひ
け
る

今更になれし都ぞしのばるる又いっとだにたのみなけれ

ば（現玉四五五）

夢みる都へ本当に行けるのはいつか。その想いはつのる

ばかりである。

歌中に見られる「都」の数を調べてみた。

都 ~ 
16 数 現玉
3.2 % (507) 
9 数 榔葉
1.1 % (853) 
10 数 中書王
2.8 % (358) 
20 数 竹風
2.0 % (1020) 
5 数 東竹
1.7 % (300) 。数 150番。% (10) 

60 数 合計
2.0 % （却48)

6 数 金塊
0.9 % (663) 

※「宮こ」など
も含む
表2

親
王
の
作
品
中
に
は
六
O
首
み
ら
れ
、
全
歌
数
に
お
け
る
割
合
と
し

て
は
『
金
棟
集
』
よ
り
も
約
一
パ

l
セ
γ
ト
程
多
い
。
ま
た
、
『
金

棟
集
』
に
お
い
て
は
、
六
首
中
三
首
は
「
月
の
み
や
こ
」
と
し
て
出

て
お
り
、
京
の
都
で
は
な
い
事
を
考
え
る
と
、
そ
の
数
は
三
首
に
減

る
の
で
あ
る
。

都
へ
の
強
い
憧
れ
か
ら
都
の
女
性
を
妻
に
迎
え
た
程
の
実
朝
で
あ

る
が
、
「
都
」
と
い
う
調
を
含
ん
だ
歌
に
は
王
朝
文
化
の
地
で
あ
る

都
へ
の
賛
美
と
思
わ
れ
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。

春
月

な
が
む
れ
ば
こ
ろ
も
で
か
す
む
ひ
さ
か
た
の
月
の
み
や
こ
の
は
る

の
よ
の
そ
ら
（
金
塊
三
五
）

故
郷
惜
花
心
を

さ
与
な
み
や
し
が
の
み
や
こ
の
は
な
ざ
か
り
か
ぜ
よ
り
さ
き
に
と

は
ま
し
も
の
を
（
金
塊
八
九
）

そ
れ
に
対
し
、
宗
尊
親
王
に
と
っ
て
の
「
都
」
は
生
ま
れ
故
郷
で

あ
る
か
ら
、
文
化
の
地
と
し
て
の
憧
慣
と
郷
愁
は
重
な
り
、
お
の
ず

か
ら
「
都
」
と
い
う
調
に
は
次
に
挙
げ
る
歌
の
様
に
、
思
慕
の
情
が

つ
い
て
ま
わ
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

和
歌
所
に
て
を
の
こ
ど
も
結
番
歌
読
み
侍
り
け
る
次
に

月
み
れ
ば
あ
は
れ
都
と
忍
ば
れ
て
猶
ふ
る
郷
の
秋
ぞ
わ
す
れ
ぬ

（
噴
玉
二
一
九
）

花
月
五
十
首
に
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忘られぬ都の秋をいくめぐりおなじ東の月にこふらん

（現玉ニ三七）

思うままに言う事も振る舞う事もできない立場にあった

青年将軍にとって、和歌の中の世界は自由に心に思う事を

ぶちまける唯一の拠り所であったのかもしれない。

その、心に秘めた思いを「都」に託す他に、別の形で表

出していないかを雑歌の中に捜してゆくと、「述懐」

「懐旧」などと題してあるものを見つける事ができた。そ

こで、親王の心情と関わると思われるものをまとめてみる

と、別表ニの結果を得た。

釈 質 神 無 懐 述 ／ 教 （祝） 紙 常 ！日 懐

2 1 1 。1 14 数 現玉
0.4 0.2 0.2 。0.2 2.8 % (507) 

3 4 3 1 4 13 数 柳葉
0.4 0.5 0.4 0.1 0.5 1.5 % (853) 

2 。14 2 15 27 数 中書王
0.6 。3.9 0.6 4.2 7.5 % (358) 

4 7 3 5 10 14 数 竹風
0.4 0.7 0.3 0.5 1 1.4 % (1020) 

な し 数 東竹

% (300) 

な し 数 150番
% (10) 

11 12 21 8 30 68 数 合計
0.4 0.4 0.7 0.3 1 2.2 % (3048) 

4 18 6 2 。1 数 金塊
0.6 2.7 0.9 0.3 。0.2 % (663) 

※金塊の「賀」は雑中のものではないが、あ
えてここに入れた

別表2

親
王
に
「
述
懐
」
即
ち
、
心
の
思
い
を
述
べ
た
歌
が
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、

述
懐
の
心
を

後
の
世
を
思
へ
ば
か
な
し
い
た
づ
ら
に
明
け
ぬ
く
れ
ぬ
と
月
日
か

ぞ
へ
て
（
現
玉
四
八
九
）

述
懐

身
を
う
き
に
な
し
は
で
て
こ
そ
思
ひ
し
れ
人
の
な
さ
け
は
な
き
世

な
り
け
り
（
中
書
王
二
八
八
）

ま
た
『
正
徹
物
語
』
に
「
宗
尊
親
王
は
四
季
の
豆
町
に
も
、
良
も
す

れ
ば
述
懐
を
詠
み
給
ひ
し
を
難
に
申
し
け
る
也
」
と
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
四
季
の
歌
を
好
ん
で
多
く
詠
ん
だ
親
王
で
あ
る
か
ら
、
四

季
の
部
立
の
中
に
も
「
述
懐
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
全

体
的
に
み
る
と
「
述
懐
」
の
数
は
更
に
増
え
る
で
あ
ろ
う
事
が
想
像

さ
れ
る
。
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ま
た
、
実
朝
に
「
述
懐
」
が
少
な
い
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。
題
と

し
て
明
記
し
て
あ
る
も
の
の
み
の
数
で
あ
る
事
で
、
こ
う
い
う
結
果

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
西
民
子
が
「
早
熟

な
悲
劇
の
詩
人
実
朝
」
の
中
で
、

「
藻
塩
ゃ
く
海
士
の
た
く
火
の
ほ
の
か
に
も
わ
が
思
ふ
人
を
見
る
よ

し
も
が
な

久
方
の
天
の
川
原
に
す
む
た
づ
も
心
に
も
あ
ら
ぬ
ね
を
や
鳴
く
ら

む
しー



という歌を詠んだ実朝に対し、

藷たけた公家の姫君を妻とした実朝が、たとえ架空の

恋としてもなおこのように歌わなければならなかった

ということは、境遇の如何にかかわらず、所詮この世

で果たし得ない夢を次々に描いては追い求める詩人で

あったことを示すのではなかろうか。

と言っている様に、親王の親に心情を吐露するよりは、空

想の世界にひたる方であったのだろうとも考えられる。

また、「懐旧」が親王の方には多くあり、『金塊集』には

無いのは、二人の境遇に関して大きく違っている点がただ

一つあるからであると思う。それは、親王には「昔」があっ

て、実朝には無いという事である。つまり、京で育った幸

せな日々を持ち、また、まがいなりにも東の頭領、将軍で

あった頃を経て失脚した後、余生を送りながら昔を懐かし

んだ時聞があった親王に対して、暗殺という悲劇により、

ふっつりと将軍のまま命を終えた為に昔をしのぶ時聞が与

えられなかった実朝の違いにあるのではないか、と私は分

析する。

「昔」の数の統計をとってみた（表三）ところ、割合で

みると両者の数値にはあまり大差がなかったが、一首一首

の内容を見てゆくと両者の聞に共通点と相違点を発見でき

た。

昔 ／／五
9 数 理玉
1.8 % (507) 

18 数 柳葉
2.1 % (853) 

28 数 中書王
7.8 % （お8)

72 数 竹風
7.1 % (1020) 

4 数 東竹
1.3 % (300) 

1 数 150番
10 % (10) 

132 数 合計
4.3 % (3倒的

24 数 金塊
3.6 % (663) 

※「いにしへ」
「こしかた」
も含む
表3

次
の
例
か
ら
は
、
『
金
塊
集
』
の
中
の
「
昔
」
と
、
親
王
が
若
い

頃
の
「
懐
旧
」
の
作
品
中
の
「
昔
」
は
、
同
じ
く
、
恋
ゃ
、
た
だ
漠

然
と
昔
を
し
の
ん
で
い
る
事
が
わ
か
る
。

た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
懐
旧

和
歌
の
う
ら
や
あ
は
れ
む
か
し
へ
あ
り
き
て
ふ
人
の
な
さ
け
を
猶

忍
び
つ
つ
（
現
玉
四
五
八
）
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懐
旧

な
き
人
を
あ
ら
ま
し
か
ば
と
お
も
ふ
に
も
た
だ
恋
し
き
は
む
か
し

三
五
二
）

（
柳
葉

こ
ひ
の
う
た

な
り
け
り

名
に
し
お
は
H
A

そ
の
神
山
の
あ
ふ
ひ
ぐ
さ
か
け
て
む
か
し
を
思
い

で
な
む
（
金
塊
四
九
四
）

鷺
ふ
か
く
さ
の
た
に
の
う
ぐ
ひ
す
春
ご
と
に
あ
は
れ
む
か
し
と
ね
を

の
み
ぞ
な
く
（
金
塊
五
三
九
）

し
か
し
、
次
に
挙
げ
る
親
王
の
例
か
ら
は
、
鎌
倉
追
放
後
の
歌
も



含
む
と
さ
れ
る
『
中
書
王
御
詠
』
の
あ
た
り
か
ら
、
今
の
自
分
の
境

遇
を
は
か
な
む
が
ゆ
え
に
、
平
穏
で
あ
っ
た
昔
の
頃
を
懐
か
し
ん
で

い
る
と
思
わ
れ
る
、
詠
が
現
わ
れ
る
事
が
わ
か
る
。

懐
旧

む
か
し
と
て
し
の
ぶ
ば
か
り
に
な
り
に
け
り
み
し
も
き
き
し
も
昨

日
と
お
も
ふ
に
（
中
書
王
三
一
五
）

何
と
又
む
か
し
を
さ
へ
は
し
の
ぶ
ら
ん
身
の
う
き
ば
か
り
お
も
ふ

べ
き
ょ
に
（
中
毒
王
三
一
七
）

わ
す
ら
れ
ぬ
む
か
し
を
そ
で
に
さ
そ
ひ
き
て
ね
ざ
め
に
あ
ま
る
我

が
涙
か
な
（
中
書
王
三
二
ご

懐
旧

J

分
き
て
そ
の
な
に
事
と
し
は
な
け
れ
ど
も
た
だ
む
か
し
こ
そ
恋
し

か
り
け
れ
（
竹
風
四
八
五
）

雑
懐
旧

大
か
た
の
な
ら
ひ
よ
り
け
に
恋
し
き
は
あ
は
れ
わ
が
み
の
む
か
し

五
八
七
）

な
り
け
り

（
竹
風

第
三
章

晩
年

き

た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
月
を

あ
づ
ま
に
て
十
年
の
秋
は
な
が
め
き
ぬ
い
つ
か
都
の
月
を
み
る
べ

（
現
玉
二
一
八
）

あ
れ
程
想
い
を
寄
せ
て
い
た
故
郷
に
帰
れ
る
機
会
が
、
ふ
い
に
訪

れ
た
。
し
か
も
、
謀
反
人
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
て
送
還
さ
れ
る
形
で

願
い
が
叶
う
と
は
、
一
体
誰
が
想
像
し
得
た
だ
ろ
う
か
。
親
王
に
と
っ

て
は
一
四
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
懐
か
し
い
故
郷
で
あ
っ
た
が
、
親

王
を
迎
え
た
京
と
冷
た
か
っ
た
。

都
ま
た
れ
こ
し
都
は
お
な
じ
み
や
こ
に
て
わ
が
身
ぞ
あ
ら
ぬ
わ
が
身

（
竹
風
一

O
五）

な
り
け
る

そ
し
て
意
外
に
も

あ
づ
ま
の
ふ
る
さ
と
を
思
ひ
や
り
て

ふ
る
さ
と
を
お
も
ひ
や
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
う
づ
ら
な
く
の
と
な

り
や
し
ぬ
ら
む
（
中
書
王
二
五
三
）

と
、
鎌
倉
を
「
ふ
る
さ
と
」
と
呼
ん
で
い
る
歌
が
あ
る
。
親
王
は
、

今
や
京
に
も
鎌
倉
に
も
居
場
所
を
失
い
、
名
ば
か
り
と
は
い
え
、
将

軍
と
う
や
ま
わ
れ
て
暮
ら
し
た
鎌
倉
で
の
日
々
が
懐
か
し
く
思
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
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里
今
は
身
の
よ
そ
に
聞
く
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
む
か
し
は
あ
る
じ
鎌
倉

の

里

（

竹

風

一

O
六）

雑
里

十
年
あ
ま
り
五
年
ま
で
に
す
み
な
れ
て
猶
わ
す
ら
れ
ぬ
鎌
倉
の
里

（
竹
風
五
五
五
）

落
ち
ぶ
れ
た
我
が
身
を
鼠
に
例
え
た
歌
が
あ
る
。



鼠
と
ら
と
の
み
も
ち
ゐ
ら
れ
し
は
昔
に
て
今
は
ね
ず
み
の
あ
な
う
よ

の

中

（

竹

風

二

四

六

）

後
嵯
峨
院
が
崩
御
し
た
年
に
親
王
は
出
家
し
、
二
年
後
、
そ
の
短

い
生
涯
を
閉
じ
た
。
三
三
歳
で
あ
っ
た
。

実
朝
が
前
将
軍
頼
家
の
遺
子
公
暁
の
凶
刃
に
た
お
れ
た
の
は
二
八

歳
で
あ
る
。

結
び

「
和
歌
に
打
ち
込
ん
だ
薄
幸
な
鎌
倉
将
軍
歌
人
守
ど
し
て
源
実
朝

と
比
較
し
な
が
ら
宗
尊
親
王
の
生
涯
と
和
歌
を
見
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
二
人
の
生
き
方
に
は
共
通
点
が
あ
る
も
の
の
、
宗
尊
親
王
に
は

親
王
独
特
の
一
面
が
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。

実
朝
に
と
っ
て
、
彼
を
生
み
育
て
た
鎌
倉
は
安
住
の
地
で
は
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
そ
こ
は
彼
の
存
在
を
必
要
と
し
、
暖
か
く
育
ん
で
く

れ
て
い
た
故
郷
で
あ
っ
た
が
、
宗
尊
親
王
の
場
合
は
、
思
慕
し
続
け

た
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
京
都
に
戻
る
と
同
時
に
、
故
郷
を
喪
失
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
〈
謀
反
を
企
て
て
罷
免
さ
れ
た
将
軍
〉
と
い

う
汚
名
を
着
て
帰
っ
て
き
た
自
分
に
用
意
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
た

だ
生
命
果
て
る
ま
で
住
む
事
を
許
さ
れ
た
仮
の
宿
り
で
あ
っ
た
。
一

一
歳
ま
で
過
ご
し
た
か
つ
て
の
暖
か
な
安
ら
ぎ
の
地
は
、
も
う
ど
こ

に
も
見
い
出
す
事
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
章
で
見
た
よ

う
に
、
親
王
の
晩
年
の
詠
に
は
「
昔
」
を
懐
古
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
事
は
印
象
深
い
。
彼
に
と
っ
て
は
、
気
の
許
せ
な
い
他
人
の
中
で

飽
備
と
し
て
暮
ら
し
た
鎌
倉
で
の
日
々
が
却
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
と
変
わ
っ
た
の
は
皮
肉
で
あ
っ
た
。

和
歌
に
託
し
て
心
情
を
詠
み
込
む
の
が
親
王
の
特
色
で
あ
り
、
彼

の
残
し
た
作
品
群
の
中
か
ら
、
今
私
達
は
当
時
の
彼
の
心
中
を
想
像

す
る
事
が
で
き
る
。

実
朝
は
、
右
大
臣
拝
賀
の
式
で
雪
を
血
で
染
め
た
最
期
の
そ
の
悲

劇
性
に
よ
り
、
後
世
の
人
々
の
心
に
そ
の
名
を
刻
み
付
け
た
が
、
初

代
の
皇
族
将
軍
と
し
て
そ
の
数
奇
な
運
命
を
和
歌
と
共
に
生
き
た
、

宗
尊
親
王
と
い
う
一
人
の
孤
独
な
歌
よ
み
を
記
憶
に
と
ど
め
て
い
る

人
は
希
で
あ
る
。

〈注〉

注
l

太
政
大
臣
西
園
寺
公
経
の
子
。
公
経
は
四
代
将
軍
頼
経
の
外

祖
父
。

注
2

『
増
鏡
』
内
野
の
雪

注
3

『
私
家
集
大
成
和
歌
史
研
究
会
編
』
第
四
巻
中
世
H
明
治

書
院
昭
和
五

O
年
一
一
月
解
題
よ
り
。

注
4

樋
口
芳
麻
目
「
廃
将
軍
の
悲
歌
下
」

一O
月

八
参
考
文
献
〉

・
『
和
歌
大
辞
典
』

明
治
書
院
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『
短
歌
』
昭
和
五
五
年

昭
和
六
一
年
三
月



・
『
国
史
大
辞
典
』
古
川
弘
文
館

・
『
歴
史
と
旅
特
別
増
刊
号
却
鎌
倉
・
室
町
将
軍
家
総
覧
』
鈴
木
亨

編
秋
田
書
店
平
成
元
年
一
一
月

・
『
日
本
の
歴
史
』
第
九
巻
鎌
倉
幕
府
大
山
喬
平
著

昭
和
四
九
年
八
月

・
新
訂
槍
補
闘
史
大
系
第
三
十
二
巻
『
吾
妻
鏡

弘
文
館
昭
和
三
九
年
七
月三

十
三
巻
『

小
学
館

前
篇
』

吉
JI I 

// 

，， 

四
O
年
二
月

・
大
西
民
子
「
早
熟
な
悲
劇
の
詩
人
！
実
朝
」

年
－
極
口
芳
麻
呂
「
宗
尊
親
王
初
学
期
の
和
歌
上
東
撰
和
歌
六
帖
所
載

歌
を
中
心
に
｜
」
『
国
語
国
文
学
報
』
第
二
十
二
集
昭
和
四
三

年
三
月

－
山
岸
徳
平
「
宗
尊
親
王
と
其
の
和
歌
」
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和

二
二
年
二
一
月

・
石
田
吉
貞
「
鎌
倉
文
皐
圏
」
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
二
九
年
一

O
月

－
極
口
一
芳
麻
呂
「
政
治
家
源
実
朝
の
歌
人
形
成
は
い
か
に
行
わ
れ
た

か
」
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
昭
和
五
六
年
六
月

－
極
ロ
芳
麻
呂
「
源
実
朝
と
和
歌
」
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
八

年
四
月

『
短
歌
』
昭
和
三
七

『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の

－
片
野
達
郎
「
治
者
と
詩
心
｜
実
朝
」

研
究
』
昭
和
五
一
年
九
月

－
樋
口
芳
麻
呂
「
廃
将
軍
の
悲
歌
（
上
）
（
下
）
」

五
年
九
・
一

O
月

・
樋
口
芳
麻
呂
「
宗
尊
親
王
の
和
歌
｜
文
永
三
年
後
半
期
の
和
歌
を

中
心
に
｜
」
『
文
学
』
昭
和
田
三
年
六
月

『
短
歌
』
昭
和
五

// 
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